
 

 

 

子どもたちの未来のための協定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
#Generation Hope

「私たち自身が変化に 
ならなければならない」 



 

この報告書は、セーブ・ザ・チルドレンの「Generation 

Hopeアクション・ウィーク」の一環として、アドボカシー活動や

キャンペーンに参加した子どもたちが共有したメッセージや要

望に基づいて作成されたものです。2024年5月～6月の間

に、1,230人を超える子どもたちが、23ヶ国で開催された活

動を通じて、未来に対する希望を表現しました。子どもたち

のメッセージはすべて、この「子どもたちの未来のための協定」

を作成するために集められました。私たちは、より良い未来

のために日々活動を展開し、私たちとストーリーを分かち合

ってくれたすべての子どもたちに感謝しています。ナイジェリア

のリタ、ソマリアのナフィソ、マラウイのフェイバーは、特に時間

を割いてこの文書を見直し、さらに示唆に富んだ意見を出し

てくれました。その貢献に特別な感謝を表します。 
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表紙画像:クネン市長のホセ（36歳）が、アクション・

ウィーク期間中にこの自治体のフレンドリー・スペースの

子どもたちと一緒に、地球のヒーローに扮して参加してく

れました。 ©セーブ・ザ・チルドレン・グアテマラ。 



 
 

 

「子どもは未来だけではなく、今この瞬間を生きています。

私たちの声は、今、重要であり、世界を形作る決定におい

て、私たちはその意見を聴いてもらう権利があります。私た

ちはこの地球を受け継ぐ世代です。変化を待つのではな

く、自ら変化を起こさなければなりません。世界のリーダー

たちに訴えます。私たちの声に耳を傾け、私たちの懸念を

真剣に受け止め、すべての子どもたちのより明るい未来の

ために、今すぐ行動してください。」 

（ナフィソ、16歳、ソマリア） 

 
 
 

 
ナフィソのような子どもたちは、自分たちの権利が守られ、

国々が調和の中で共存し、すべての人が十分な食料を得て、

すべての子どもが学べる世界を望んでいます。私たちの地球

が気候変動の影響から守られる未来を願っています。 

しかし何よりも、子どもはただ子どもでありたい

だけなのです。「他の子どもたちと同じように

踊ったり、遊んだり、普通の生活を送りたい」

と思っています。(ジャマル、13歳、ソマリア) 

セーブ・ザ・チルドレンが2023年に

実施した分析によると、持続可能

な開発目標の達成に向けた進捗

が急速に加速しない限り、私たち

は子どもたちの権利を守りきれない

でしょう。 

https://www.childatlas.org/
https://www.childatlas.org/


世界的な指導者が早急に実効性のある行動を取らなければ、 

2030年までに以下のような事態が起こり得るでしょう: 
 

 

26億人（5人中4人）の子ども

たちが、洪水、干ばつ、熱波といった

極端な気象災害を生涯で少なくとも

1回は経験することになります 

 

しかし、方向を変える時間

はまだあります。 
 

子どもたちは声を上げています。彼らが求めている

のは空虚な約束ではなく、実効性のある行動です。

今こそ行動を起こす時であり、子どもたちは何を 

すべきかについて最も鋭い洞察を持っています。 
 

 

 

 小学校を卒業するはずの    

6,700万人の少女が、 

子どもとして結婚させられます 

2029年までに生まれる 

3億1600万人の子ども

が5歳の誕生日を 

迎えられません 

 

 

 

学校に通い始めた子ども

の5人に2人が、 

10歳になるまでに文字を

読むことができません 

 

「今日の子どもたちは、未来を切り開く存在です。健やかで 

豊かな未来を築くためには、すべてのステークホルダーと政府

関係者が子どもたちに対して約束したことを実現するために

努力しなければなりません。子どもへの約束は、その子どもの

人生に深く影響を与え、果たされない場合は心の痛みを 

引き起こすことさえあります。」 

リタ、16歳、ナイジェリア 



 
子どもたちが 

望む世界とは… 

 
 
 

... 子どもたちの声が聞かれ、意思決定の場に参加

できる世界です... 
 

子どもたちは世界人口の3分の1を占めていますが、彼らの権利

や声は、自分たちの世界を形作る政策からほとんど無視されて

います。子どもたちには、意見を聴いてもらい、正当に重視され

る権利があります。 

私たちが話をしたすべての子どもたちは、リーダーたちに対して、

自由に話せる安全で有意義な、そして子どもに優しい場所を提

供し、その意見を尊重してほしいと願っています。 

「私は、すべての子どもの声が聴かれ、

尊重される世界を夢見ています。 

私の体は小さいけれど、アイディアは 

大きいです。世界をより良い場所に 

したいのです。」 

(ブミカ、16歳、ネパール) 



 

...子どもたちが暴力から守られる世界... 

 
子どもたちは戦争について懸念しており、リーダーたちが紛争の拡大を防ぐための努力が十分ではないと

感じています。子どもたちは平和だけを望んでいるにもかかわらず、武力紛争や性別に基づく暴力、結

婚を強いられる少女たちを目の当たりにしています。それでも子どもたちは、平和と調和の中で暮らせる、

より良い未来への希望を持ち続けています。 

 

「私は希望、平和、そして愛に満ちた未

来を望み、すべての人々と国々が互い

に助け合い、支え合うことができるよう

願っています。」 

(セリーヌ、13歳、エジプト在住シリア人) 

 

「子どもたちの権利が尊重され、 

濫用・侵害されることのない未来を

願います。」 

(モーゼス、14歳、ケニア) 

「国々が調和して共存し、子どもの権利が守ら

れる未来を望みます。子どもの権利がその出

身地や、保護者・養育者の有無にかかわらず

保障される未来を望んでいます。政府、地域

社会、そして親がすべての子どもの権利を守る

べきです。」 

(フェイバー、13歳、マラウイ) 

 

「私たちには暴力のない世界が必要です。子どもた

ちが戦争状態の国や戦争中の世界で生きなけれ

ばならないことは非常に危険です。子どもたちは健

全に成長できる安全な場所で暮らすべきです。」 

(アイル、16歳、コロンビア在住ベネズエラ人) 



 

...リーダーたちが気候変動に向き合い、その影響

から子どもたちを守る世界... 

 

気候変動は世界中の子どもたちにとって大きな関心事です。気候変動は子どもたちの生活のあらゆる側面に影

響を及ぼし、身体的、心理的、精神的健康に深刻な影響を与えます。子どもたちは、気候変動の原因となる

ようなことをほとんどしていないにもかかわらず、最も大きな打撃を受けており、またあらゆるレベルの計画や政策

において無視されていることが多くあります。子どもたちは、環境を保護し、すべての人にとってより健康で持続可

能な未来を確保するために、世界のリーダーたちに行動することを求めています。子どもたちは、気候変動に最

も責任のある国々が、気候変動を解決するために相応の負担をすることを望んでいます。 

 

「気候危機は世界に傷跡を残し、 

人類の危機につながっています。」 

(リタ、16歳、ナイジェリア) 

 

気候変動は、人類が過去30年間で直面し

た最大の挑戦であり、地球温暖化が人類社

会と生態系にもたらす脅威は増大の一途を

たどっています。すべての人の協力が必要な

この闘いにおいて、これまでずっと私たち子ど

もは脆弱で、国の持続可能な発展に参加す

ることができないと考えられてきました。しか

し、私たちは自分たちが直面している大きな

問題をよく知っています。 

（セネガル、セントルイスの運動家の子どもたち) 

「理想的な未来では、 

政府が持続可能性、 

再生可能エネルギー、 

そして子どもたちやすべての人 

のための環境保護を優先する 

世界を思い描きます。」 

(エスメラルダ、17歳、ペルー) 

「個人的にだが、気候変動に対する責任は今までCO2

排出量の大部分を占めてきた先進国に責任がより傾い

ていると考えている。」 

(日本のユース) 

 

「大人たちは先祖から土地を受け継ぐのではなく、未

来から借りるのです。つまり、私たちは未来なのです。

何かを借りたら、それを大切に保管し、とても良い状

態で持ち主に返したいものです。大人たち、あるいは

世界のリーダーたちに、私たち子どもから受け継いだ

世界を非常に良い状態に保つよう、強く求めたいと

思います。」 

(ナオミ、14歳、南スーダン) 



 

...リーダーたちが不平等に 

取り組む世界... 
 

不平等が拡大する世界で、子どもたちはさらなる異常気象に直面しています。すでに飢餓や紛争、貧困や差別

に直面している子どもたちは、とりわけ苦しんでいます。 

私たちが話を聞いた子どもたちは、少女や障害のある子どもたちを含む、差別や不平等のリスクに最もさらされて

いる子どもたちのことを深く憂慮しています。また、一部の国や地域が他よりも大きな力を持っていることにも懸念

を抱いています。 

 

「私にとっては、女性や先住民、LGBTIコミ

ュニティなど、疎外された生活を送ってきた、

他よりも脆弱なコミュニティがあることを 

考慮してくれることがとても重要です。」 

(ジェネシス、17歳、コロンビア) 

 

「私は、すべての人が十分に食べることがで

き、すべての人に仕事があり、子どもたちが

不自由なく学校に通える国を夢見ていま

す。路上生活を余儀なくされる子どもが 

いない国を。」 

(カッサンドル*、16歳、ハイチ) 

「すべての地域がそれぞれの力を持ち、どの地域

も取り残されないような、バランスの取れた世界

になってほしい。どの国でも開発が優先されなが

ら、それぞれの地域では自分たちのルーツや習慣

を保つことができる世界を。私はアフロ系の子孫

や先住民族、移住者たちが自分たちの権利を尊

重されることを望んでいます。どこにいても、どこの

出身であっても、基本的なサービスや人権を享受

できるような、地球市民モデルのもとで成り立つ

世界であって欲しいと思います。」 

(パウラ、18歳、コロンビア) 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

*仮名の箇所を示しています。



 

…リーダーたちが子どもとコミュニティ

に投資する世界... 

 

子どもたちは、自分たちのコミュニティが安全で健康的な場所として、そこで成長し、豊かになることを望んでいま

す。子どもたちは、学校や遊び場から病院や社会保障制度に至るまで、自分たちの世界を形づくる制度やシステ

ムに投資することを、政府や意思決定者に望んでいるのです。 

 

「国のリーダーたちは、生活環境の改善に真剣

に取り組み、より質の高い学校や病院、児童養

護施設を建設するために協働しなければなりま

せん。多くの子どもたちは親がいない状態で助

けもなく暮らしており、このような状況は容認で

きません。」 

(ファビエンヌ*、14歳、ハイチ) 

「すべての子どもが安全で、幸せで、健やかに

成長できる世界を想像してください。教育が

優先され、すべての子どもが質の高い学習機

会にアクセスできる世界を。インターネットが

恐怖や搾取の源ではなく、学びとつながりの

ための安全で強力なツールである世界を。 子

どもたちが危害から解放され、生き生きと成長

できる世界を。これは、今日のすべての若者の

心に描かれ、共感できる光景であり、私たちが

次の世代に望む未来なのです。」 

(ハミス、18歳、ナイジェリア) 
 

 

 



 

 
 

 

「天候の変化や、それが私たち家族

の農業にどのような影響を及ぼしてい

るかを目の当たりにして、私は心配に

なっています。気候変動は、私が単に

知識として知っているだけのものでは

なく、現実に私たちに起こっていること

なのです。私たちの健康と未来を脅か

す、とても深刻な問題だと思います。」 

（ルニャ、15歳、アルバニア）



 

 

子どもたちの 

未来のための 

協定 
 

 

国連「未来サミット」では、各国政府が「未来のための協定」を採択し、すべての人々にとってより良い世界

を創造することを目的として、5つのテーマ*の下で行動することを約束しました。子どもの権利はこれらすべ

てのテーマに関連しており、子どもたちはこれらの行動の結果とともに生きていくことになるため、彼ら彼女ら

の要求は反映されなければなりません。 

 

*1. 持続可能な開発と開発のための資金調達 2.国際平和と安全  3. 科学・技術・イノベーションとデジタル協力 4. 若

者と将来世代  5. グローバル・ガバナンスの変革 

 

1. 政策決定の場で子どもたちに発言権を与える 
 

あらゆるレベルの政策決定において、子どもたちが参画しや

すい方法を確立することで、子どもを対等なステークホルダー

として認識する。 

このとき、先住民族、障害のある子ども、不平等や差別の

影響を最も受けている子どもや青少年を優先する。 

「私はリーダーたちに、子どもたちに投

資することを恐れず、創造性を持つよ

う伝えたい。 

- 子どもたちが大人になったときに立

派に働けるように、リーダーたちは子ど

もたちに必要な知識や技術を身につけ

させる必要があるのです。」 

(アミナタ、17歳、シエラレオネ) 

 

「私は（リーダーたちに）、私が自由に発言

し、自分の考えをすべて共有できる場を提供し

てくださいとお願いしているのです。私に耳を傾

けることは、未来のすべての世代に耳を傾ける

ことなのです。」 

(ブミカ、16歳、ネパール) 

より環境にやさしく、より安全で、より公正な世界をつくるために、子どもたち

はリーダーたちに次のことを訴えます： 



 

2. すべての子どもたちのために、より環

境にやさしく、より公正な地球をつくる

よう投資する 
 

 

 

「私たちは政府とそのパートナーに、学校の内外

で子どもに投資してもらう必要があります。政府

は学校でセーフティネットを提供するべきです。」 

（フェイバー、13歳、マラウイ） 

 

「私たちは物を過度に消費するのを止めなければな

りません。ムダや汚染を止めなければなりません。例

えば、ファストファッションをなくし、再利用して別の価

値を与えられるような、より質の高いものを持つこと

に注力しなければならないのです。」 

(アイル、16歳、コロンビア在住ベネズエラ人) 

 

子どもの社会的、身体的、精神的な幸福を考えるこ

とは、質の高い教育、充実した医療施設、食料の安

全保障を含むあらゆる暴力からの子どもの保護を確

保するために、すべての政府が優先的に行うべき重要

な投資のひとつです。」 

(リタ、16歳、ナイジェリア) 

 

「国のリーダーたちが団結し、協力し合う姿を見た

いです。より多くの病院、学校、仕事を国民に提

供するために計画を立てるべきです。」 

(メリッサ*、13歳、ハイチ) 

不平等、差別、気候変動の影響を最も受けやすい子どもたちを含め、すべての子どもたちのため

に、持続可能な開発目標の達成に向けた投資を大幅に拡充するための財源を増やす。 

 

気候危機、環境悪化、そして生物多様性の損失に対応するためのリソースを増やし、持続可能

性の向上、再生可能エネルギーの普及、環境保護に重点を置きながら、気候変動のための資金

や対策が子どもやジェンダーに配慮したものであることを保証する。 

 

子どもの健康、教育、栄養、保護、そして社会的セーフティネットのための資金投資を加速させ、

特に不平等や差別の影響を強く受ける子ども、若者、そして将来の世代が栄え、権利を実現でき

るようにする。 



 

3. 子どもたちが安全かつ 

権利が守られている世界を創る 
 

 

 

「子どもたちが未来であるならば、私たちはその未来に

なるために生き抜く理由を残さなければなりません。子

どもたちが平和な社会で育つことは、愛を育み、より良

い未来を形作ることになります。世界のすべての政府

は、平和的共存と人権保障を促進するために団結す

べきです。」 

(リタ、16歳、ナイジェリア) 

「私は平和で、暴力や差別のない世界を望んでい

ます。私たちは同じ国に住んでいないかもしれませ

んが、同じ世界に住んでいるのです。鍵となるのは

人間性（人間らしさ）です。私たちは平和に暮ら

したいのです。私たちが行動を起こさなければ、未

来は脅かされてしまいます。」 

(ハミス、18歳、ナイジェリア) 

 

「私は、各国が共存し、子どもたちの権利が守られ

る未来を願っています。」 

(フェイバー、13歳、マラウイ) 

平和的で包摂的な社会を構築するための行動を取り、国際人道法および人権法の下での

義務を守り、紛争を縮小させるための取り組みを強化する。 

 

武力紛争における子どもの保護を保障し、国際平和と安全保障の対話において子どもが考慮されるよう

にする。 

 



 

4. 安全で平等なデジタル世界を創る 
 

 

「政府は、学習の一環として地域の子どもた

ちがテクノロジーを利用できるよう、投資する

ことを保障しなければなりません。」 

(フェイバー、13歳、マラウイ) 

「具体的には政治的意思や資金調達・配分

（技術・雇用・公平性）・消費者行動の変容に

上手く対応する必要がある。より子供の立場に

沿った対策を具体的に行ってほしい。まだまだで

きることはたくさんあると思う。」 

(日本のユース) 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

セーブ・ザ・チルドレンは子どもたちに寄り添い、子ど
もたちや将来の世代に恩恵をもたらし、子どもの権利が
実現された世界を創るために、国連加盟国にこれらの 
提言に基づいた行動に早急に取り組むよう要求します。 

ネットいじめ、虐待、人身売買、搾取などの現実のリスクから子どもを守る安全なデジタル環境を構築する。 

 

現在、家庭でインターネットにアクセスできないとされている約3分の2の学齢期の子どもたちが、安全にイ

ンターネットにアクセスができるよう投資する。 

 

不平等や差別の影響を受けている層を分断するのではなく、人間と地球に良い影響を与え橋渡しするような、

持続可能なテクノロジーの開発を優先的に行う。 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
「リーダーたちへの 

私からのメッセージは、 

世界を救うためには今すぐ

行動しなければならない、 

ということです。」 

（ジンフル、12歳、ジンバブエ） 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

Generation Hopeは、子どもたちのために、そして子ども

たちとともに、安全かつ健康で幸せな未来を創るために

気候変動と不平等を終わらせるためのアクションを早急

に起こすよう呼びかけるグローバルキャンペーンです。 

 

詳しくはこちら：

https://www.savethechildren.net/what-

we-do/advocacy-campaigns/generation-

fighting-action-climate-crisis  

 

 

 

 


